
大学院特別講義 
（医 歯 学 先 端 研 究 特 論 ）（生 命 理 工 学 先 端 研 究 特 論 ） 

（医 歯 理 工 学 先 端 研 究 特 論 ） 
 

下記により大学院特別講義を行いますので、多数ご来聴下さい。 
 

記 

１． 講 師 

日本大学 歯学部 歯科補綴学第Ⅱ講座 准教授 

歯学部付属歯科病院 特殊診療部スポーツ歯科科長 

月村 直樹 先生 
 

２． 演 題 スポーツ歯学における再生治療の応用 
 

３．日 時  平成２６年１月２９日(水) 

           １８時００分 ～ ２０時００分 
 

４．場 所  7 号館（歯学部校舎棟） 第３講義室 
 

スポーツにおいて不幸にして口腔内に損傷を受けた場合、全身の外傷と同様に早期の現

場復帰を選手だけでなく指導者も望みます。軽度であれば復帰に時間を要することがないも

のの、下顎骨骨折などの重傷になれば治癒には時間がかかり、その間のトレーニングの制限

や摂食への影響が懸念されます。摂食への影響は、ダイレクトに体重を減らすことにつながり、

結果として現場復帰に創傷治癒以上の時間を要する結果となります。 

したがって、スポーツ歯学的見地から治癒時間の短縮を図ることは、治療をする側も治療さ

れる側にとっても、非常に有意義であると考えます。今回、スポーツにおける口腔内外傷への

再生治療の可能性について考えてみたいと思います。 

 

連絡先 中禮(ちゅうれい)（スポーツ医歯学分野 内線５８６７） 


